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祈りと誇りを一

あなたは考えたことがありますか?

国のために生命を捧げた多くの人々の上に、

私たちの
“
今
"が
あることを一。

_r'

日清・日露の大戦から大東亜戦争まで一。
わが近・現代の戦争史を、貴重な映像と史実に基づき再現した

初めての本格的ドキュメント映画。
教科書では教えられない真実の歴史が、今よみがえる一。

●企画・制作/日 本会議・英霊にこたえる会  ● 後援/靖 囲神社

一感謝と



この映画は、教科書では教えられてこなかった、

わが近。現代史の真実の歴史が描かれています。

皆さんのお子さんやお孫さんに見せてあげて下さい。
きっと、わが国への誇りが湧き上がってくるでしょう。

私たちの国には、明治維新以来、

ともに力を合わせて国難に立ち向かった、

日本民族の誇り高い不屈の歴史があります。

かけがえのない命を国に捧げた、

先人たちの悲しくも尊い歴史があります。

私たちは忘れません。

国難に殉じた英霊たちへの感謝と祈りと、

そして日本人の誇りを―。

マ
く
之デ
マ

嘔
イ
ま
す

◆明治維新を成功させ、欧米列強の脅威から日本の

自主独立を守りぬいた日清 日露の大戦

◆アジア安定に寄与する日本、中国大陸で繰り広げ

られる排日運動と満州事変の真実を探る

◆中国側が日本軍に発砲した虐溝橋での
一撃、あい

つぐ攻撃を受けついに日中の全面戦争ヘ

◆支那事変の拡大を避けようとする日本、裏で中国

を支援する米英仏ソ、ついに米国が日本の前面に

◆日本参戦を仕掛けた米国の陰謀、そして日本は隠

忍自重しながらついに苦渋の開戦決断ヘ

◆日本を侵暗国と断罪した東京裁判の不当性を暴き

刑場の露と消えた 「戦犯」の無念をふりかえる

◆戦局悪化の中、祖回日本の防衛のため玉砕、特攻
と尊い命を捧げた若き将兵たちの思いに迫る

●語り/浜 畑賢吉・上村香子 ● 教育用映像・永久保存版

●企画・制作/日本会議・英霊にこたえる会  ● 後援/靖 囲神社

この映画(ビデオ)は非売品です。日本会議広報会員にご入会された方にビデオを贈呈します

日本会議会員係 〒153-0042東 京都目黒区青葉台 3-10-1-601

電評i03(3476)561l    FAX 03(34フ 6)5612(24時 間受付)

下の申込書をFAXま たは郵送でこ送付下さい。ビデオ送付時の振込み用紙でご送金入金下さい

広報会員1日2000円《    》 日 ※〕口につきビデオ1本贈呈、送料は実費

●日本会議広報会員申込書 判我 年 月 日
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Ｅ
端
囲
神
社
崇
敬
容
賛
会

の
主
な
年
間
行
事

本
会
で
は
、
お
国
神
社
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
英
霊
を
本
慰
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

「
み

こ
こ
ろ
」
を
受
け

つ
ぐ
と

い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

「
英
霊
慰

霊
顕
彰
勉
強
会
」
を
始
め
と
す
る
様
々
な
行
子
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
し
た
≡

さ
ら
に
、
平
成
十
四
年
に
は
、
次
世
代

へ
の
継
承
と

い
う
本
会
最
大

の
日
的
を
具
体
化
す
る

た
め
に
、
二
十
五
歳
以
下
の
青
少
年
層
を
対
象
と
し
た

「
遊
就
館
友
の
会

（学
生
会
貝
）
」
を

新
た
に
開
設
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
小
野
田
自
然
塾
キ
ャ
ン
プ
、
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た
規
子

の
集

い
な
ど
、
青
少
年
の
仕
全
育
成
に
も
積
極
的
に
取
れ
ん
で
お
り
ま
す
。

肯
様
に
は
、
会
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
行
事
に
ご
参
加

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
青
少
年

の
健
今

育
成
に
ご
助
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
年
間
行
事
予
定

四
月
中
旬

　

春
季
例
大
祭
ご
招
待

（特
別
維
持
・終
身
正
会
員
の
み
）

五
月
初
旬

　

こ
ど
も
の
日
親
子
の
集
い

五
月
下
旬

　

奉
資
金
奉
納
式
及
び
英
霊
顕
彰
祭

七
月
初
旬

　

七
夕
ま
つ
り
親
子
の
集
い

人
月
　
　
　
遊
就
館
友
の
会
小
野
田
自
然
塾
キ
ャ
ン
プ

十
月
　
　
　
遊
就
館
友
の
会
セ
ミ
ナ
ー

十
月
中
旬

　

秋
季
例
大
祭
ご
招
待

十

一
月
　
　
　
公
開

ンヽ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

十

一
月
中
旬

　

秋
の
め
ぐ
み
親
子
の
集
い

二
月
中
旬

　

英
霊
慰
霊
顕
彰
勉
強
会

二
月
下
旬

　

ひ
な
ま
つ
り
親
子
の
集
い

遊就館友の会セミナー

■
会
員
の
特
典

※
但
し
、特
典
の

は
賛
助
公
員
、
学
■
会
員
を
除
き
ま
す

公開シンポジウム

正『襲雄頭痴闘

英霊慰霊顕彰勉強会

親子の集い (御神楽の儀)

埼
回
神
社
近
郊
ホ
テ
ル
（九
段
会
館
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ

テ
ル
、ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ヶ
谷
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
／ヽ
エ
ド
モ
ン
ト
）
が
、
会
員
　
別

割
引
料
金
で
ご
宿
泊
で
き
ま
す
。

（詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
じ

遊
就
館
の
本
房
（カ

フ
こ
で
一割
引
ａ

」

飲
食
が
出

図
書
館

「埼
国
倍

行
文
庫
」
で
図
書

の
貸
し
出
し
が
出

春

秋

例

大
祭

を

は
じ
め
端
固
神
社

詩
行
事
の
ご
案
内

を
差
し
上
げ
ま
す
。

年
末
に
新
し
い
「神

本
母
升
棋
　
　
　
札
」
と
「病
国
暦
」

を
お
送
り
い
た
し

ｉ長
３
千
岩
画
を
　
　
音
キ
ツ
．

遊
就
館
の
売
店
（ミ

ュー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
）

で
一割
引
の
お
買
い

物
が
出
来
ま
す
。

お
申
し
出
に
よ
り

ご
遺
族
の
会
員
に

は

「
祭
神

之

記
」

を
さ
し
あ
げ
て
お

り
ま
す
。

車　帥鋤雌紛却抑“

義　鏃中が爛‐こ御暇惨

入
場
券
を
発
行
い
た
し
ま
す
）

社
報

「
垢
□
装

月

刊

）
を
お
送
り

い

た
し
ま
す
。



遊
就
館
友
の
会
会
員

（学
生
会
員
）

正
会
口貝

維
持
会
員

会
費
年
額
　
１
回

１
，０
０
０
円

年
齢
は
２
６
歳
以
下

遊
就
館
拝
観
を
通
し
、
慰
霊
顕
彰
に
関
す
る
学
習
を
目

的
と
し
た
会
員
で
す

会
費
年
額
　
１
回
　
　
３
，０
０
０
円

但
し
、
個
人
と
し
て

一
時
に
会
費
５
０
，０
０
０
月
以
上

を
納
入
さ
れ
た
場
合
は
、
「終
身
正
会
員
」
と
し
、
次
年
度

か
ら
の
会
費
の
お
願
い
は
い
た
し
ま
せ
ん

会
費
年
額
　
１
回
　
５
０
，０
０
０
円

崇
敬
奉
賛
会
会
費

（年
額
…谷

入
会
申
し
込
み
方
法

f'イ,す(tの的り,10〔ヽ

瑞宙帝江崇魂本贅谷
奈 貫  ま

※
直
接
神
社
に
御
持
参

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
そ
の
際
は
、
社
務
所
　
参
集
殿
に
て

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

筆
≡
　
ど
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

一
一　
次
年
度
の
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
会
月
の

一
カ
月
前
ま

．　
で
に
、
会
費
継
続
の
ご
案
内

（振
替
用
紙
）
を
事
務
局
か
ら

！

！　
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

払込票兼受領証 .

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

日

庄

番

号

0 0 117 0
！に
　
ヽ
「
，

追

＝

者

ｎ
ア

| ,F 日 析

ｒ
リ 4 4 0 8

力Ⅲ
人
好
名
埼団神社崇敬奉賛会

金

額

■ |カ 円

払
込
人
住
所
氏
名

料

　

　

金

受 付 局 日r l 印

特
殊
取
扱

払 込 取 扱 票 金
切

追
加0 2 東 京

令

F巨
0 0 1   7 0 9 5 4 4 0 8

"
人

ヤ
名
靖国神社崇敬奉賛会

十1

金

片71

Hi似

通

　

　

信

才 ド記の通り埼闘神社崇敬奉賛会の大会を申し込みます

維 持 △
〓 員 (年額一日5万円以 に) [ 1 円

工 〈
ム 員 (午額一日3千円以上) 口 「1

終 身 止 会  員 (個人で 時 に5万円以上) I Ll

,/1就館友の会会員 (25歳以下、年額 日 1千lj以上)|「 円

舟円
S

十■年月日ヽ明 大  照  平   年   月   日 ご遣族  戦 友   1受

払
込
人
作
所
氏
名 1屯市冊J

ヨに告J        I

受

付

局

日

附

印要面の注意事項をお読みください。     (私 製承認東第13120号



薪

欧
沖
社
訂
教
奉
安
挙
容
則
斜
比

ｉ

（目
的
）

第
二
条
　
本
会
は
、英
霊
を
奉
慰
顕
彰
す
る
と
共
に
、御
心
を
受
け
継
ぎ
国
家
道
義
を
確
立
し
、健
全
な
る
国
民
道
徳

の
作
果
と
国
家
社
会
の
安
泰
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

（事
業
）

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
活
動
並
び
に
競
国
神
社
の
行
う
事
業
に
奉
賛
協
力
す
る

、英
霊
の
奉
慰
顕
彰

一
へ靖
國
神
社
の
祭
典
行
事
並
び
に
事
業
の
奉
賛
協
力

一二
、国
民
道
徳
作
果
の
た
め
の
諸
活
動
並
び
に
事
業
の
奉
賛
協
力

四
、英
霊
の
道
徳
顕
彰
の
た
め
の
調
査
研
究
並
び
に
書
籍
ム
〓報
等
の
刊
行
と
映
像
等
の
編
集

五
へそ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
活
動

（〈
石
ヨ員
）

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、事
業
に
協
力
す
る
個
人
又
は
団
体
を
会
員
と
す
る

本
会
の
会
員
に
な
る
も
の
は
住
所
・氏
名
等
を
記
し
、所
定
の
会
費
を
添
え
て
事
務
所
に
申
し
込
む
も
の
と
す
る

（種
別
）

第
六
条
　
本
会
の
会
員
は
次
の
五
種
と
す
る

、維
持
会
員
　
〈石費
年
額
　
〓口
口
（五
万
円
）
以
上
を
納
入
す
る
も
の

一
、正
会
員
　
　
△〓費
年
額
　
〓口
口
含
一千
円
）
以
上
を
納
入
す
る
も
の

但
し
、個
人
と
し
て
一時
に
会
費
五
万
円
以
上
を
納
入
す
る
も
の
は
、
「終
身
正
会
員
」
と
し
、爾
後
会
費

の
納
入
を
要
し
な
い

一二
、賛
助
会
員
　
〈〓費
年
額

壱
田
合
千
円
）
以
上
を
納
入
す
る
も
の

四
、学
生
会
員
（遊
就
館
友
の
会
会
員
）

第室2桑章

埼園神社崇敬奉賛会のご入会をお待ちしております。

（狙と
Ａ
玄
）

第
八
条

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

靖
囲
神
社
崇
敬
奉
賛
会
事
務
局

〒
１
０
２
１８
２
４
６

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
３
１１
１１

電

話

０
３
（３
２
６
１
）８
１
４
３

年
齢
一
一十
五
歳
以
下
で
、

目
的
と
し
、△
〓
費
年
額
壱

口
全
千
円
）以
上
を
納
入
す
る
も
の

五
、特
別
会
員
　
相
当
高
額
の
金
品
を
一時
に
納
入
す
る
も
の

本
会
の
会
員
が
退
会
す
る
と
き
は
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

会
員
は
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す

一
、
死
亡
又
は
解
散
し
た
と
き

但
し
、死
亡
の
場
合
に
限
り
（終
身
正
会
員
を
除
く
）
近
親
者
に
よ
る
名
義
の
変
更
を
認
め
る

一
、年
度
会
費
を
納
入
し
な
い
と
き

工  会  長   年 額   一 日  三 千円以上

終 身 正 会 民  個 人で一時に五万円以 L

遊就館友の会  25歳 以下で 年 額 一 ロ ー 千円以上

この振 り込み用紙に、住所 氏 名 電 話番号 希 望する会員種別

生年月Hな どの必要事項をごHnL入いただき、

お近くの郵使局からご送金 ください.

お問い合わせ先

埼国神社崇敬本賛会事務局

1028246 東 京都千代田区九段北311

T E L   0 3‐3261  8 1 4 3   F J Xヽ  0 3 3 2 6 1  8 6 2 5

この受領証は、郵使局で機械

処理をした場合は郵便振昔の払

込みの証拠となるものですから

大L7Jに保存しくください。

御注意
この払込書は、機械で処理し

ますので、日座番号及び金額を

記入する際は、枠内にJ寧 に記

入してください。

。 年 会費

維 持 会 員  年 額 口  五 万円以上

また、下部の欄 (表面及び裏

面)を汚したり、本票を折り曲げ
たりしないでください。

(郵政事業庁) この払込取扱票の裏両には、何も記載しないでください,
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＼

貴
重
な
史
資
料
が

真
実
を
善
り
継
ぐ
。

明
治
十
五
年
我
が
国
最
初
で
最
古
の
軍
事
博
物
館
と
し

て
開
館
し
た
遊
就
館
は
、
時
に
そ
の
姿
は
変
え
な
が
ら
も
、

一貫
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一つ
は
殉
国
の
実
霊
を
慰
霊

顕
彰
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一つ
は
近
代
史
の
真
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
す
。

近
代
国
家
成
立
の
た
め
、
我
が
国
の
自
存
自
衛
の
た
め
、

更
に
世
界
史
的
に
視
れ
ば
、
皮
膚
の
こ
と
は
関
係
の
な
い

自
由
で
平
等
な
世
界
を
達
成
す
る
た
め
、
避
け
得
な
か
っ

た
多
く
の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
戦
い
に
尊
い

命
を
捧
げ
ら
れ
た
の
が
英
霊
で
あ
り
、
そ
の
英
霊
の
武
勲
、

御
遣
徳
を
顕
彰
し
、
英
霊
が
歩
ま
れ
た
近
代
史
の
真
実
を

明
ら
か
に
す
る
の
が
遊
就
館
の
持
つ
使
命
で
あ
り
ま
す
。

十
万
点
に
及
ぶ
収
蔵
品
の
中
か
ら
、
英
霊
の
ご
遺
書
、
す
」遺

口い
、
歴
史
を
語
り
雑
ぐ
貴
重
な
兜
資
料
を
展
示
す
る
遊

就
館
か
ら
は
、
英
曇
の
ま
す
≡
」ろ
、
そ
し
て
近
代
日
本
の
真

姿
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
す
。

館
名

の
出

来

中
国
、
戦
国
時
代
の

儒
者
萄
況
の
著

『萄

子
』
勧
学
篇
の
「
君

子
居
必
揮
レ
郷
、
遊

必
就
レ士
」よ
り
韓
饉

「
就
」
の
二
字
を
撰

ん
で
命
名
し
た
も

の
で
、
吉百
潔
な
人
物

に
就
い
て
交
わ
り
学

ぶ
の
意
で
あ
る
。

卜   「

ツ
/

ヨ展示宣0 日 露戦争から済洲事変

■展示室① 靖 国の神 2々

亀
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！
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一
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、
一

十　
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．
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■水戸藩主

■企画・常1作 日本会議・英霊にこたえる会

口後  援  埼 園神社

日清・日露の大戦から大東亜戦争まで…。我が国近代史の戦争

の歴史を、当時の貴重な映像で再現し、東京裁判で歪められた

歴史の真実に迫るドキュメント映画。(50分)

韓

■元帥刀

巳書  ■ トラ・トラ・卜,電 文

■山本五十六長官愛用双眼鏡

一
培
韓
一覇

阿南大将の遺詠と遺書 ■真珠湾九軍神写真

■敵草が貢通した

1染めの日章旗 田日章旗への寄せ書き 口橘中佐着用の軍服 ■肉弾三勇士のレリーフ ■東郷平八郎像



■榎本武揚軍服

■坂本龍馬命肖像

■赤熊毛頭・白熊毛頭■錦の御旗

口西沢都爾命手製のアルバム■金城姉妹の遺品■奇跡の相「子の実

日英霊に嫁いだ花嫁人形 ■女子挺身隊血努



E戦 跡収集品

■ロケット特攻機「桜花 (―一型)」 ■艦上爆撃横「彗星」

■人間魚雷「回天(一型)」



ヨ
ヂ

カ

市
令
見
附

新
宿
方
面

靖
国
通
り

口
市

九
段
下

神
田
方
面

的R】総武線 中央線市ヶ谷駅、飯回橋駅からいずれも徒歩3分

【地下鉄】東西線…九段下駅から徒歩8分 者B営新宿線…九段下駅から徒歩3分
半蔵門線一九段下駅から従歩3分 南北線 …市ヶ谷駅から徒歩3分
有業町線…市ヶ谷駅へ飯田橋駅からいずれも徒歩3分

【開館時間】
9i00～17:00

(入館は閉能の30分前まで)

【体 館 日】

年中無休(6月末、12月末に数日間の臨時体館日があります)

【拝 観 料】
大   人 /800円

大学 高校生/500円
J ヽ中学生 / 3 9 0 円
米20名 以上の団体は2割引となります。

米障害者手帳保持者は無料です。

0日 清戦争

0日露戦争パノラマ寵

0日露戦争から満洲事変

●招魂斎庭

40支,F事空

lF茶  房 …軽食と飲み物をご用意しております。

lF売  店 …記念品、出版物などを取りそろえております。

拝観の思い出にさ利用ください。

車イスのさ千J用…lF受付でお申し込みください。

」 神池庭園

」 IJ
す

〒  今 幸翔

能楽堂_」
市

，

一

′

′こ

回廊 休憩宣

2F
■武人のこころ

,日本の武の歴史

0明 治維新

●西筒戦争

0靖 国神社の創祀

D靖 国の神 1々

0靖 国の神 2々

D靖 国の神 3々

D埼 国の神 4々

0ビデオコーナー

●館内での写真 ビデオ撮影 録音はお断りします.

●館内は禁煙です。

●飲食物 ベット危険物の持ち込みはお断↓′します。

●他の拝観者の迷惑となる行為は禁止します.

●不害者 不審物を見つけられたら速やかにお近くの係員にお知らせください

lF
T大東亜戦争1

il大東亜戦争2

1大東亜戦争3

=大東憂戦争4

[大東亜戦争5

靖囲神社 遊就館
〒10 2 8 2 4 6  東 京都千代田区九段北3‐1 1  l  E L  0 3 ( 3 2 6 1 ) 8 3 2 6  F A X  0 3 ( 3 2 6 1 ) 0 9 9 6

URL:h“ p: 下下w yasutunl orip十

社務所

隅健即嗣皿
¨



（ｒ
「や
す
く
に
の折
り
」
と
も
に
未
ネ
ヘ

遊
就
館
友
の
会

八
会
の
し
お
り

遊
就
館
友
の
会
は
、
靖
國
神
社
に
お
祀
り
さ
れ
て

い
る
英
霊
が
、
祖
国
の
た
め
に
大
切
な
命
を
捧
げ
ら

れ
た
、
尊
い
「
み
こ
こ
ろ
」
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
正

し
い
日
本
の
近
代
史
を
青
少
年
の
み
な
さ
ん
に
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
靖
団
神
社
崇
敬

奉
替
｛会
が
学
生
会
員
と
し
て
設
立
し
た
会
で
す
。

平
成
十
三
年
に
遊
就
館
新
装
開
館
に
合
わ
せ
て
設

立
し
て
以
来
、
既
に
千
名
を
超
え
る
青
少
年
に
入
会

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

一十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
△
蚕
員
の
年
齢
層
は
幅
広
く
、
平
成
十

六
年
か
ら
は
小
学
生
以
下
の
会
員
と
こ
両
親
を
対
象

と
し
た

「
親
子
の
集
い
」
も
開
催
し
、
支
口
年
代
層
を
通

し
て
充
実
し
た
多
彩
な
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

英
霊
は
、
国
を
思
い
、
故
郷
を
愛
し
、
家
族
を
慈
し

み
つ
つ
、
散
事
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
遊
就
館
の
拝
観
や
こ
の
会
の
主
催

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
の
行
事
に
参
加
し
て
、
英
霊
の

「
み
こ
こ
ろ
」
に

触
れ

「
国
と
は
何
か
」
「生
き
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
」

と
い
う
こ
と
を
、
同
世
代
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
の
こ
入
会
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

靖

団
神
社

崇

敬

奉

賛

会



靖
囲
神
社
崇
敬
奉
賛
会
で
は
、
靖
団
神
社
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
英
霊
を
奉
慰

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

「
み
こ
こ
ろ
」
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
英
霊
慰
霊
顕
彰
勉
強
会
、
遊
就
館
友
の
会
セ
ミ
ナ
ー
、
小
野
田
自

然
キ
ャ
ン
プ
、
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た
親
子
の
集

い
な
ど
、
様
々
な
行
事

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
初
旬

　

≡」ど
も
の
日
親
子
の
集
い

五
月
下
旬

　

英
霊
顕
彰
祭
及
び
講
演
会

七
月
初
旬

　

七
夕
ま
つ
り
親
子
の
集
い

人
月
　
　
　
小
野
田
自
然
塾
キ
ャ
ン
プ

十
月
　
　
　
遊
就
館
友
の
会
セ
ミ
ナ
ー

十
月
中
旬

　

秋
季
例
大
祭
ご
招
待

十

一
月
　
　
　
公
開

ンヽ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（九
段
会
館
）

十

一
月
中
旬

　

秋
の
め
ぐ
み
親
子
の
集
い

二
月
中
旬

　

英
霊
慰
霊
顕
彰
勉
強
会

（端
団
神
社
）

二
月
下
旬

　

ひ
な
ま
つ
り
親
子
の
集
い

遊就館友の会の会員証

を差し上げます。

埼囲神社及び崇敬奉賛

会の話行事のご案内を

差し上げます。

遊就館の茶房(カフェ)で
一割引のご飲食が出来ま

す。

fl i“くt""■ J〔ホヽヘ

瑞日汗在告棋茶賛奈
■  谷  貫  査

遊就館が無料で拝観出

来ます。(会員証御持参

のご本人に限り入場券を

発行いたします)

図書館「靖園借行文庫」

で図書の貸し出しが出来

ます。

遊就館の売店(ミュージア

ムショップ)で一割引のお

買い物が出来ます。

公開シンポジウム

英霊慰霊顕彰勉強会

遊就館友の会セミナー親子の集い (御神楽の儀)

義            ― 車



一日
　
一、
○
○
○
円

※
年
齢
は
二
十
五
歳
ま
で
で
す

添
付

の
振
替
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
郵
便
局
に
て
お
払

い
込

み
下
さ

い
。

事
務
局
に
て
ご
入
金
を
確
認
し
た
後
、
会
員
証
、
受
納
証
な
ど
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

次
年
度

の
会
費

に

つ
き
ま
し
て
は
、
入
会
月

の

一
カ
月
前
ま

で
に
、
会
費

継
続

の
ご
案
内

（振
番

用
紙
）
を
事
務
局
か
ら
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

※
直
接
神
社
に
御
持
参
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
そ
の
際
は
、
社
務
所

・

参
集
殿
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
合
付８
”＼
＼
電
電
電
く
いのＦ
汗
卓
ユ
３
＼
～
∽●
汗
①中じ

か
ら
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、お
近
く
の
コ
ン
ビ
ヤエ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
も
お
申
し

込
み
公
ム
費
の
送
金
）
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
が」覧
く
だ
さ
い
。

払込票兼受領証ゃ

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
軍
便
局
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

口

座

番

号

010 1 7 0 9
込

え

担

税
釧
負

百 カ 千

ｒ
， 4 4 0 8

加
人
者
名
埼國神社崇敬奉賛会

金

額

払
込
人
住
所
氏
名

く

料

　

金

受 付 局 日附 印

特
殊
取
扱

払 込 取 扱 票 金
担

通
加0 2 東 京

全

額0 0 1 7 0 9
ヽ
フ 4 4 0 8

来

各

票

の

Ｘ

却

隠

に

は

、
払

込

人

に

お

い
て

記

記

し

て

く

だ

さ

い

。

力“
人
者
名
埼回神社崇敬奉賛会

十1

金

珠

　

扱

岸

　

■

払
込
人
住
所
氏
名

通
信
欄

米
遊就館友の会会費として送金いたします

電話番号1    )   一

ご住所 lEB便番号   ―      )

フリガナ

名

印
め
跡
と)左 の会の入会資16は年締25歳以下です

受

付

局

日

附

印

生年月日

(必須)
」「 平    年    月    日 性別 切 女

御遣族 投

寡面の注意事項をお読みください。(郵政事業庁)(私製承認東第13120号)

これより下部には何も記入しないでください。



（目
的
）

第
二
条
　
本
会
は
、英
霊
を
奉
慰
顕
彰
す
る
と
共
に

御
心
を
受
け
継
ざ
国
家
道
義
を
確
立
し

健
全
な
る
国
民
道
徳
の
作
興
と
国
家
社
会
の
安
泰
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

（事
業
）

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
活
動
並
び
に
靖
国
神
社
の
行
う
事
業
に
奉
賛
協
力
す
る

一
、英
霊
の
奉
慰
顕
彰

一
一
靖
団
神
社
の
祭
典
街
事
並
び
に
事
業
の
奉
賛
協
力

〓
、
国
民
道
徳
作
興
の
た
め
の
諸
活
動
並
び
に
事
業
の
奉
賛
協
力

四

英
霊
の
道
徳
顕
彰
の
た
め
の
調
査
研
究
並
び
に
書
籍

ム不
報
等
の
刊
行
と
映
像
等
の
編
集

五
、そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
活
動

空力
一　
〓
早
　
　
（〈ム
０貝
）

第
五
条
　
本
会
の
目
的
に
賛
同
し

事
業
に
協
力
す
る
個
人
又
は
団
体
を
会
長
と
す
る
。

２
　
　
本
会
の
会
員
に
な
る
も
の
は
住
所

氏
名
等
を
記
し

所
定
の
会
費
を
添
え
て
事
務
所
に
申
し
込
む
も
の
と
す
る

（種
別
）

第
六
条
　
本
会
の
会
員
は
次
の
五
種
と
す
る

一
、維
持
会
員
　
会
費
年
額
　
壱
口
（五
万
円
）
以
上
を
納
入
す
る
も
の

一
、正
会
員
　
　
会
費
年
額
　
士口
口
舎
一千
円
）
以
上
を
納
入
す
る
も
の

但
し
、個
人
と
し
て
一時
に
会
費
五
万
円
以
上
を
納
入
す
る
も
の
は

「終
身
正
会
員
」
と
し
、爾
後
会
費

の
納
入
を
要
し
な
い

一二
、賛
助
会
０員
　
会
費
年
額
　
士口
口
全
千
円
）
以
上
を
納
入
す
る
も
の

四

学
生
会
員
（遊
就
館
友
の
会
会
員
）

年
齢
二
十
五
歳
以
下
で
、遊
就
館
拝
観
を
通
し
慰
霊
顕
彰
に
関
す
る
学
習
を
目
的
と
し
、Ａ不費
年
額

壱
口
全
千
円
）
以
上
を
納
入
す
る
も
の

五
、特
別
会
員
　
相
当
高
額
の
金
品
を
一時
に
納
入
す
る
も
の

（退
会
）

第
八
条
　
本
会
の
会
員
が
退
会
す
る
と
き
は
そ
の
旨
を
属
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２
　
　
〈
否
貝
は
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す

一
、死
亡
又
は
解
散
し
た
と
き

但
し
、死
亡
の
場
合
に
限
り
（終
身
正
会
員
を
除
く
）
近
親
者
に
よ
る
名
義
の
変
更
を
認
め
る

一
一
年
度
会
費
を
納
入
し
な
い
と
き

■
お
問
い
含
わ
せ
先

靖
国
神
社
崇
敬
奉
賛
会
事
務
局

〒
１
０
２
１
８
２
４
６
　
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
３
１
１
１
１

電

話
　
０
３
３

２
６
こ

８
１
４
３

こ
の
面
は
何
も
記
入
し
な

い
で
下
さ

い
。

こ
の
面
に
通
信
文
を
ご
記
入

い
た
だ
き
ま
し
て
も

神
社
に
は
届
き
ま
せ
ん
の
で
御
了
承
下
さ

い
。

この受領証は、郵使用で機械

処理をした場合は郵便振体の払

込みの証fr_lとなるものですから

大切に保存してください。

御注意
この払込書は、機械で処理し

ますので、口座番号及び金額を

f己入する際は、枠内に丁寧に記

入してください。

また、下部の欄 (表面及び長

山i)を汚したり、本票を折り曲げ

たりしないでください。

(部政事業庁)





本券は表示されている日の入場一回限り有効です。
本券の払い戻し及び再発行は原則としていたしませスぃ

本券をもつて領収書にかえさせていただきます。

一 注隷 一 一

●館内での写真・ビデオ撮影・録書はお断りします。
●館内は禁煙とさせていただきます。
●飲食物・ベツト・危険物の持ち込みはお断わりします。
●他の拝観者の迷惑となる行為は禁止します。
●不馨者・不審物を見つけたら速やかにお近くの係員にお
知らせください。 ０

一
．命
０
，卜
一〓

遊就館


